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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ

●地域別実行計画策定の目的 

・地域別実行計画は、平成27年に策定した「財産経営推進計画」の個別計画

です。財産経営推進計画は、下記を実現することを目的としています。 

• 地域別実行計画は、公共施設の総量が削減されても、サービス機能をできる

だけ維持するための計画です。 

• 計画の策定にあたっては、地域の皆さまと市との協働により進めていきます。 

①施設の最適化

財産経営の４つの柱

既存施設の転用や多機能化・複合化、民間サービス代替
など

定期的な点検・診断と保全などにより施設を長寿命化②施設の長寿命化

施設の修繕・更新時期に合わせて施設規模の見直しや
管理・運営の効率化などによりコスト削減

③歳出の削減

施設跡地など不要となった財産は、売却・貸付などにより
歳入確保

④歳入の確保

公共施設の基本方針

総量削減 サービス機能の維持

付帯事項について 資料７
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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ

●今後のスケジュールについて 

・これまでのみなさんからのご意見を踏まえ、市で検討を行い、実行計画の案

が作成されます。 

・案の内容は、広報紙で地域のみなさんにお知らせし、ご意見を伺います。ま

た、江南区自治協議会でもご意見を伺います。 

・上記の手続きを経て、今年中に実行計画を策定する予定です。 

・計画策定後、施設整備の基本構想など具体的な検討を開始しますが、地域の

みなさんや施設利用者などのご意見を伺いながら、進めていきます。 

●具体的な機能や規模について 

・おおまかな機能（保育園、子どもの居場所、多世代交流機能、コミ協事務室

など）は、実行計画にまとめられますが、具体的な機能（和室、多目的室、

交流スペース、授乳室など）や規模については、実行計画策定後の基本構想

や基本設計で検討していきます。 


